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ロ
ー
タ
リ
ー 

親
睦
活
動
月
間 

平
成
23
年 

６
月
２
日(

木) 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

会
員 

62
名 

出
席
計
算
数 

 

53
名
中
44
名
出
席 

出
席
率
83
・
02
％ 

前
々
回
出
席
率
92
・
31
％ 

 

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
奉
仕
の
理
想
」 

指 
揮 
者 

前
田 

隆
久 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

 

ゲ
ス
ト 

中
部
日
本
放
送
株
式
会
社 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
室 

若
狭 

敬
一
さ
ん 

名
古
屋
南
Ｒ
Ｃ 

 

斉
藤 

清
治
さ
ん 

 

ビ
ジ
タ
ー 

名
古
屋
千
種
Ｒ
Ｃ 

樫
尾 

富
ニ
さ
ん 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

若
狭
さ
ん
の
卓
話
、聞
き
に
来
ま
し
た
。 

名
古
屋
南
Ｒ
Ｃ 

斉
藤 

清
治
さ
ん 

若
狭
さ
ん
、
先
月
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

岩
崎 

征
一 

若
狭
様
を
お
迎
え
し
て
。
斉
藤
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

柴
岡 

正
将 

社
長
を
退
任
し
、
会
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
今
後
共
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

吉
田 

明
夫 

入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

林 
 

順
治 

６
月
４
日
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鬼
頭 

茂
成 

明
晩
は
麻
雀
例
会
で
す
。
参
加
者
は
お

忘
れ
な
く
。 

 
 

 
 

近
藤
宏
一
郎 

が
ん
ば
ろ
う
日
本
！ 
 

堀
江 

英
弥 

歯
の
衛
生
月
間
で
す
。
歯
を
磨
い
て
楽

し
い
人
生
を
。 

 
 

 

大
原 

敏
正 

誕
生
月
で
す
。 

 
 

 

田
崎 

雅
三 

 

会
長
挨
拶 

 
 

 
 

会
長 

岩
崎 

征
一 

メ
ゾ
ン
覚
王
山
月
宮
殿 

メ
ゾ
ン
覚
王
山
月
宮
殿
は
長
さ
が
、

１
０
０
ｍ
以
上
も
あ
る
大
規
模
な
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
で
、
今
は
埋
め
ら
れ
て
あ

り
ま
せ
ん
が
，
姫
が
池
に
接
す
る
日
泰

寺
北
側
の
緑
豊
か
な
敷
地
に
昭
和
46

年（
１
９
７
１
）に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

素
直
な
直
方
体
の
フ
ォ
ル
ム
で
す
が
、

バ
ル
コ
ニ
ー
の
形
状
な
ど
で
ア
ク
セ
ン

ト
を
持
た
せ
、
単
調
な
外
観
に
な
る
こ

と
な
く
繊
細
な
印
象
を
受
け
る
よ
う
工

夫
さ
れ
て
い
ま
す
。 

又
、豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
て
い
る
為
、

大
き
な
集
合
住
宅
で
あ
り
な
が
ら
周
囲

へ
の
圧
迫
感
は
少
な
い
。
設
計
を
し
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

井
上
正
一
氏

は
、
名
古
屋 

市
立
工
芸
学

校
を
卒
業
後
、 

名
古
屋
高
等 

工
業
学
校
夜 

学
部
に
在
籍

中
従
軍
す
る

と
い
う
、
経

歴
の
持
ち
主

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
昭

和
38
年
（
１

９
６
３
）
に 

名
古
屋
建
築 

設
計
事
務
所 

を
設
立
、
島
田
東
団
地
を
は
じ
め
と
し

て
、
大
規
模
な
民
間
の
開
発
物
件
を
精

力
的
に
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

 

 

卓 

話 

「
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
取
材
を
通
し
て 

学
ん
だ
事
」 

中
部
日
本
放
送
株
式
会
社 

 
 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
室 

 
 

 
 

 
 

 

若
狭 

敬
一
さ
ん 

          

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
１
年
５
月
26
日 

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
ふ
れ
た 

国
際
大
会
が
閉
幕 

大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
ニ
ュ

ー
オ
ー
リ
ン
ズ
国
際
大
会
の
閉
会
本
会

議
で
は
、
２
人
の
ロ
ー
タ
リ
ー
指
導
者

が
最
後
の
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。  

11
年
間
任
務
に
あ
た
っ
て
き
た
エ

ド
・
フ
タ
氏
は
、
事
務
総
長
と
し
て
最

後
の
国
際
大
会
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

「
私
は
ロ
ー
タ
リ
ー
で
一
番
の
存
在
、

〝
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
〟

に
戻
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
ロ
ー
タ
リ
ー
で
数
多
く
の
素
晴

ら
し
い
経
験
が
で
き
た
こ
と
を
大
変
誇

り
に
思
い
ま
す
。
未
来
の
夢
計
画
や
長

期
計
画
を
は
じ
め
、
ロ
ー
タ
リ
ー
が
国

際
開
発
や
国
際
保
健
の
分
野
で
重
要
な

組
織
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
。
ポ
リ
オ
・
プ
ラ
ス
の

果
た
し
た
役
割
は
非
常
に
大
き
か
っ
た

と
思
い
ま
す
」 

エ
ド
・
フ
タ
氏
は
６
月
30
日
を
も
っ

て
事
務
総
長
の
任
務
を
終
え
、
７
月
１

日
よ
り
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ュ
ー
コ
氏
が
新
事

務
総
長
に
就
任
し
ま
す
。 

同
じ
く
６
月
30
日
で
任
期
を
終
え

る
レ
イ
・
ク
リ
ン
ギ
ン
ス
ミ
ス
Ｒ
Ｉ
会

長
も
、閉
会
本
会
議
で
講
演
し
ま
し
た
。

在
任
中
に
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
・
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
ロ
ー
タ
リ
ー
公
共
イ
メ

ー
ジ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う
役
職

の
新
設
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
行
動
グ
ル
ー

プ
と
の
新
た
な
協
力
関
係
、
地
区
の
規

模
や
ガ
バ
ナ
ー
の
選
出
と
研
修
の
見
直

し
な
ど
、
多
く
の
重
要
な
展
開
が
あ
り

ま
し
た
。「
ロ
ー
タ
リ
ー
に
と
っ
て
素
晴

ら
し
い
一
年
に
な
り
ま
し
た
。
ポ
リ
オ

撲
滅
活
動
が
大
き
く
進
展
し
、
全
世
界

で
実
施
さ
れ
た
奉
仕
活
動
は
10
億
ド 
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ル
に
上
る
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
青
少

年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
、
ロ
ー
タ

リ
ー
財
団
は
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
」
と
会
長
。   

今
回
の
国
際
大
会
に
は
、
１
５
１
の

国
や
地
域
か
ら
、
１
８
，
５
０
０
名
が

出
席
し
ま
し
た
。     

国
際
大
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト  

Ｒ
Ｉ
カ
ル
ヤ
ン
・
バ
ネ
ル
ジ
ー
Ｒ
Ｉ

会
長
エ
レ
ク
ト
が
、来
年
度
の
抱
負
と
、

強
調
項
目
で
あ
る
「
家
族
」「
継
続
性
」

「
変
化
」
に
つ
い
て
語
り
、
２
０
１
１-

１
２
年
度
Ｒ
Ｉ
テ
ー
マ
「
こ
こ
ろ
の
中

を
見
つ
め
よ
う  

博
愛
を
広
げ
る
た
め

に
」
の
実
践
を
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。 

ビ
ル
・
ア
ン
ド
・
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ

ツ
財
団
の
共
同
会
長
で
あ
る
ビ
ル
・
ゲ

イ
ツ
氏
が
講
演
し
、
ポ
リ
オ
撲
滅
が
同

財
団
の
最
優
先
事
項
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
、
こ
の
病
を
地
球
か
ら
拭
い
去
る
た

め
に
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
か
ら
の
さ
ら
な
る

協
力
と
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴

え
ま
し
た
。 

ミ
ッ
シ
シ
ッ
ピ
州
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
、

キ
ャ
シ
ー 

Ｇ
．シ
ョ
ー
ト
さ
ん
と
、
元

国
際
親
善
奨
学
生
の
キ
ャ
ス
リ
ー
ン
・

コ
ッ
ホ
さ
ん
が
、
パ
ネ
ル
討
論
で
ハ
リ

ケ
ー
ン
「
カ
ト
リ
ー
ナ
」
災
害
に
つ
い

て
振
り
返
り
ま
し
た
。ま
た
、Ne

x
g
e
n
 

G
ro

u
p

創
設
者
の
マ
イ
ケ
ル
・
マ
ク

イ
ー
ン
氏
が
、
ロ
ー
タ
リ
ー
と
Ｙ
世
代

に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。   

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
、
学
友
、
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
家
族
が
、

２
０
０
５
年
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
「
カ
ト
リ

ー
ナ
」
の
被
災
地
域
で
、
一
軒
家
の
建

築
、
図
書
館
の
建
設
、
ペ
ン
キ
塗
り
な

ど
の
復
興
活
動
を
手
伝
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
会
参
加
者

た
ち
は
、
ニ
ュ

ー
オ
ー
リ
ン
ズ

な
ら
で
は
の
最

高
の
音
楽
に
酔

い
し
れ
ま
し
た
。

出
演
者
に
は
、 

グ
ラ
ミ
ー
賞
受
賞
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者

の
ア
ー
ヴ
ィ
ン
・
メ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
さ

ん
や
、
ク
リ
ン
ギ
ン
ス
ミ
ス
Ｒ
Ｉ
会
長

が
大
フ
ァ
ン
だ
と
い
う
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
、
マ
イ
ケ
ル
・
マ
ー
テ
ィ

ン
・
マ
ー
フ
ィ
ー
さ
ん
な
ど
が
名
を
連

ね
ま
し
た
。 

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー  

国
際
大
会
直
前
に
開
か
れ
た
ロ
ー
タ

ー
ア
ク
ト
審
議
会
で
は
、
３
５
０
人
の

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
が
決
議
案
の
審
議

と
採
択
を
行
い
ま
し
た
。
採
択
さ
れ
た

決
議
は
Ｒ
Ｉ
理
事
会
に
提
出
さ
れ
る
予

定
で
す
。
こ
の
審
議
会
は
、
ロ
ー
タ
リ

ー
の
規
定
審
議
会
を
モ
デ
ル
と
し
て
い

ま
す
。  

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル-

ガ
ラ
タ
サ
レ
イ
・

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
・
ク
ラ
ブ
（
ト
ル
コ
）

の
活
動
が
、
卓
越
し
た
ロ
ー
タ
ー
ア
ク

ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
の
最
優
秀
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
同
ク
ラ

ブ
は
、
身
体
障
害
者
の
た
め
の
職
能
研

修
を
提
供
し
、
就
職
支
援
を
行
い
ま
し

た
。
同
じ
く
大
会
直
前
に
開
か
れ
た
第

４
会
世
界
水
サ
ミ
ッ
ト
で
、
水
と
衛
生

の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
行
動
グ
ル
ー
プ
が
、

５
０
０
万
ガ
ロ
ン
の
き
れ
い
な
水
を
提

供
す
る
た
め
に
協
力
組
織
と
提
携
す
る

こ
と
や
、
マ
ラ
ウ
イ
と
タ
ン
ザ
ニ
ア
の

30
の
学
校
で
衛
生
教
育
を
行
う
こ
と

を
発
表
し
ま
し
た
。 

今
週
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
、
友
愛
の

家
や
、
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
サ
ウ
ス
・

コ
ン
サ
ー
ト
や
、
ア
メ
リ
カ
水
族
館
で

の
夕
べ
な
ど
の
ホ
ス
ト
組
織
委
員
会
主

催
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

（
記
事 R

ya
n
 H

yla
n
d

／ 
A

n
to

in
e
tte

 T
u
sc

a
n
o

） 
 

 

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス 

２
０
１
１
年
５
月
25
日 

バ
ネ
ル
ジ
ー
会
長
エ
レ
ク
ト
が 

本
会
議
で
講
演 

５
月
25
日
、
２
０
１
１
年
ニ
ュ
ー
オ

ー
リ
ン
ズ
国
際
大
会
の
第
４
回
本
会
議

に
て
、
カ
ル
ヤ
ン
・
バ
ネ
ル
ジ
ー
会
長

エ
レ
ク
ト
は
、
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
地
域

社
会
へ
立
ち
返
り
、
今
日
の
課
題
に
新

し
い
方
法
で
取
り
組
む
よ
う
呼
び
か
け

ま
し
た
。「
私
た
ち
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
は
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

域
社
域
社
会

で
行
動
を
起

こ
し
、
問
題

を
突
き
止
め

て
そ
の
解
決

に
当
た
り
ま 

す
。
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
奉
仕
に
あ
た

っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
皆
さ
ま
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
」
と
話
す
会
長
エ
レ
ク

ト
。「
家
族
」「
継
続
性
」「
変
化
」
の
３

つ
を
強
調
事
項
と
し
、
２
０
１
１-

１
２

年
度
の
Ｒ
Ｉ
テ
ー
マ
「
こ
こ
ろ
の
中
を

見
つ
め
よ
う 

博
愛
を
広
げ
る
た
め
に
」

の
実
践
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。  

１
つ
目
の
「
家
族
」
を
強
調
す
る
理

由
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
基
盤
は
家
族
に

あ
る
か
ら
だ
と
話
す
バ
ネ
ル
ジ
ー
氏
。

「
家
族
が
集
ま
っ
て
、
地
域
社
会
が
成

り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

ま
ず
は
家
族
に
目
を
向
け
て
く
だ
さ
い
。

安
全
な
家
、
水
と
衛
生
、
疾
病
予
防
、

そ
し
て
母
子
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
問

題
に
つ
い
て
考
え
る
べ
き
で
す
」     

２
つ
目
に
会
長
エ
レ
ク
ト
が
強
調
す

る
の
は
「
継
続
性
」
で
す
。
ロ
ー
タ
リ

ア
ン
が
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
功

績
を
土
台
に
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

く
こ
と
、
と
会
長
エ
レ
ク
ト
は
説
明
し

ま
す
。「
ロ
ー
タ
リ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
素
晴
ら
し
い
奉
仕
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
き
れ
い
で
安
全
な
水
の
提

供
、
新
世
代
へ
の
奉
仕
、
ポ
リ
オ
撲
滅

活
動
な
ど
が
そ
の
一
例
で
す
。
不
可
能

を
可
能
に
す
る
に
は
、
現
在
の
活
動
を

超
え
て
、
将
来
を
見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
」    

３
つ
目
の
「
変
化
」
に
つ
い
て
は
、

「
世
界
に
変
化
を
望
む
な
ら
、
私
た
ち

自
身
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
話
す
バ
ネ
ル
ジ
ー
氏
。平
和
の
実
現
、

子
供
の
死
亡
率
の
減
少
、飢
餓
の
緩
和
、

環
境
保
護
を
望
む
の
な
ら
、
自
分
自
身

が
こ
の
変
化
の
担
い
手
と
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
変
化
を
も
た
ら
す
に
は
、
こ
れ
ま
で

と
は
違
っ
た
や
り
方
を
模
索
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
同
じ
方
法
で
は
同
じ
結

果
し
か
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
職

業
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
ロ
ー
タ
リ

ー
の
奉
仕
で
も
さ
ら
に
上
を
目
指
し
て

日
々
努
め
る
べ
き
で
す
」 

（
中
略
）
本
会
議
で
は
、
来
年
の
タ

イ
、
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
る
国
際
大

会
の
プ
レ
ビ
ュ
ー
と
し
て
、
タ
イ
首
相

と
ビ
チ
ャ
イ
・
ラ
タ
ク
ル
元
Ｒ
Ｉ
会
長

か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
上
映
さ

れ
ま
し
た
。（
記
事 R

ya
n

 H
yla

n
d

）

 

６
月
16
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

新
入
会
員
卓
話 

「
私
の
仕
事 

今
ま
で
の
20
年
、 

こ
れ
か
ら
の
20
年
」 

林 

順
治
さ
ん 

   
 

広
報
委
員
会 

近
藤 

明
美
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、
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則
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頂
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原
稿
を
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載
し
て
い
ま
す
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２０１１年ニューオーリンズ
国際大会の閉会本会議で最
後の挨拶をするエド・フタ
事務総長 


